
駒込中学校駒込中学校
安心して本気で学べる学校
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学校概要
校 長
所 在 地
電 話 番 号
Ｆ Ａ Ｘ 番 号
メールアドレス
教 員 数

岡 泉  美 和 子
豊島区駒込4-5-1

8：25
8：25～  8：35
8：35～  8：40
8：45～  9：35
9：45～10：35
10：45～11：35
11：45～12：35
13：30～14：20
14：30～15：20

＊放課後（部活動等）
最終下校18:00（通年）
＊水曜日は５校時まで
他の曜日は６校時まで

登 校
朝 活 動
朝 学 活
第１校時
第２校時
第３校時
第４校時
第５校時
第６校時

０３(３９１８)２１０５
０３(５３９４)１００８

生徒数・学級数（学年別） ４月現在

本校の部活動 （令和7年度）

自己表現力を高めるための教育活動　～発信力の育成を通して～
標準服

生活時程

指導の重点
○教育活動全体を通して、自分の考えを他者に伝える力
（発信力）を育成する。
○自己実現を図るためのキャリア教育を推進し、社会人
基礎力を育成する。
○一人一人を大切にする教育を推進し、安心して本気で
学べる学校を実現する。
○生涯を通して健康でたくましく生きていくための体力
の向上を図る。

特色ある教育活動
○自己表現力を高めるための教育活動　　　　　　　
～発信力の育成を通して～
○小規模校の特性を生かした、個別最適な学びの推進
○学区域内の地域と連携した防災学習
○基本的生活習慣「あいさつ運動」
○日本の伝統文化理解（日本文化部）

1年間の行事予定1年間の行事予定

15：25～15：35
15：35～15：45

15：50

終 学 活
清 掃
下 校

学　年 1 2 3 合計

学級数

生徒数

2

54

2

44

2

59

6

157

教育目標
○よく考え、自主的に学習する生徒に育てる。
○思いやりがあり、よく協力し、責任を果たす生徒に育てる。
○心身共にたくましく生きる生徒に育てる。

教育方針
１．確かな学力の向上
２．豊かな人間性の育成
３．生きる力の基礎と個性の伸長

【Ⅰ型】

【Ⅲ型】…【Ⅱ型】がスラックスになったもの

【Ⅱ型】

〈1学期〉
４月 ●入学式　●新入生歓迎会
 ●保護者会
５月 ●運動会
６月 ●定期考査　●発信力特別授業
 ●学校参観週間
 ●校外学習（2年）
７月 ●横浜移動教室（1年）
 ●三者面談

〈２学期〉
  ９月 ●生徒会選挙
 ●定期考査
 ●修学旅行（3年）
１０月 ●生徒総会
 ●音楽鑑賞教室
 ●生徒発表会
１１月 ●定期考査
１２月 ●三者面談

〈３学期〉
１月 ●地域連携防災授業
 ●スキー教室(2年)
 ●校外学習(1年)
２月 ●学年末考査
３月 ●保護者会
 ●卒業式
 ●修了式

学校生活の様子
男子バレーボール部、女子バレーボール部、バスケットボール部(男女)、
ソフトテニス部(男女)、陸上部、吹奏楽部、日本文化部（茶道・茶華道）、演劇部、英語部※4月現在

地域連携防災授業（３年生HUGの実習） 運動会 笑顔と学びの体験プロジェクト（ダンス教室）

令和６・７年度 豊島区教育委員会研究開発指定校として、「発信力の育成」をテーマに教育活動を進めています。対話や協働学
習において発信の場面を多く設定したり、間違いを恐れることなく、安心して自己表現できる環境を整えたりすることで、表現力の
基礎となる「話す力」「書く力」の育成を、日々の教育活動全体を通して行っています。また、キャリア教育とも関連付け、社会的・職
業的自立に向けた基盤としての「発信したくなる意欲」の向上を目指し、近隣小学校とも連携し、９年間の発信力向上プログラムを
作成しています。

令和６年度　地域と連携した防災授業
本校では学区域内の町会の方々と中学生が協力して取り組む防
災授業を実施しています。この授業は、豊島消防署や豊島区防災危
機管理課、社会福祉協議会などから講師を招き、1年生は「自助」、2
年生は「共助」、3年生は「公助」をテーマに、3年間の体系的な体験プ
ログラムで構成されています。町会の方にも授業に参加していただ
き、防災について共に学ぶことで、地域の一員としての自覚を高め、
緊急時に中学生が地域の中で対応する力を養います。

【第１学年】
豊島消防署の方々にご協力いただき、発災時の対処として三角巾・ロー
プワーク・簡易担架の使い方を学びました。

【第２学年】
豊島盲人福祉協会・大正大学　手話サークル・おやじの会の方々の協力
のもと福祉体験(高齢者体験、視覚障害者介助講座・手話講座)を行いま
した。

【第３学年】
避難所運営ゲームHUGを用いて、学校が避難所になった場合の対応に
ついてシミュレーションを行いました。様々な要配慮者を考慮しながら、
試行錯誤して取り組んでいました。

卒業生の主な進路 （令和６年度）

国立・都立
45％私立

53％

その他
2％

◯駒込中学校の良いところは、生徒数が少ないため先生と生徒の距離が近く、勉強の内容などについて気
軽に相談できるところです。また、あいさつは駒込中学校の伝統として引き継がれています。生徒達によ
る、心からの挨拶が飛び交う学校です。（生徒代表のことば）
◯生徒たちが、真剣に取り組んでいて、とてもよい印象でした。少人数の学校ですが、３年生のリーダシッ
プが見られ、自然に下級生に伝わり、最後は一体感を十分に感じることができました。先生方の温かい声
援に日頃のきめ細かい指導・声掛けの様子が見られ、安心しました。（保護者アンケートより）

生徒や
保護者
の声

Komagome-j@city.toshima.ed.jp
15名
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